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  管理№

指定管理者 みんぐるやまがた

（電話番号） （023－630－2903）

1 仕様書等に沿った管理･運営業務の履行状況

評　価 ≪評価の理由≫

B

・前年度を上回る年間来館者数、大ホール稼働率の向上、みんぐるメン
バーズ登録者数の増加などの実績が認められ、管理運営は概ね順調に推移
している。
・企画事業については、新たなコンテンツホルダーとの関係を構築し、事
業の多様化に向けた取組みを進めており、施設の魅力向上に寄与してい
る。また、初の長期間の有料展示の実施に取り組むなどして、文化芸術を
通じて施設の役割を高めるとともに、利用者に対して多様な鑑賞機会や体
験機会を提供している。
・イベント広場においても、各種イベントや、昨年度に引き続き実施され
た「山形おいも万博」などの大型催事を今年度も実施することで、山形駅
西口エリアの賑わい創出に継続して貢献している。
・県内の文化芸術振興に資する事業についても、県立美術館や県内文化団
体等との連携を図りながら、より良い形で継続実施できるよう工夫が重ね
られている。
・託児室についても利用者数は安定しており、また県産木材製の玩具の活
用や木育に係る絵本の読み聞かせなど、県が推進する「やまがた木育」の
趣旨に沿う活動を行っている。
・クマ出没の増加を受けて危機管理対応マニュアルの内容を更新し、体制
整備を進めるなど、安全確保に向けた取組みも適切に行われている。
・利用料金の請求誤り・誤徴収が発生した際には、料金収受事務の適正化
に向けて、事案の公表、返金対応、再発防止策の整理等が行われており、
信頼回復に向けた対応が進められている。ただし、施設利用者の信頼に直
結する事案であることから、今後も再発防止策の実効性を十分に確保し、
継続的な改善に努める必要がある。

② 管理･運営上の
課題、問題点
（改善すべき
こと）

課題、問題点
への今後の対
応

2 利用者からの要望等への対応

① 評　価 ≪評価の理由≫

A

・利用者の利便性の低下や施設の維持管理コストの増加に繋がるイベント
広場の課題について、関係者の意見を集約するとともに、必要な資料を作
成し、県と協議を重ねた結果、イベント広場の改修工事の実施に繋げてい
る。
・施設の使用許可業務について、使用者の立場により配慮した運用体制へ
見直しを行っている。
・利用者からの意見や要望に対して柔軟に対応することにより、利用者の
利便性及び満足度の向上に繋げている。

意見･要望等へ
の今後の対応

3 指定管理者制度活用の効果

① サービスの
向上

評　価

A

≪評価の理由≫
・諸室利用者の駐車案内については、従来の白線表示の劣化や積雪時の視
認性低下といった課題に対応するため、運用を見直しており、利用者が円
滑に施設を利用できる環境整備が進められている。
・大ホールの利用についても、早朝・夜間・休日といった通常の業務時間
外に柔軟に対応するとともに、利用形態に応じてサポート体制のメンバー
を選任・固定するなど、利用者が安心して利用できる体制を整えている。
こうした取組みにより、利用者満足度の向上やリピーター、新規利用の獲
得に繋がっている。
・観光案内機能の強化、魅力発信モールとの連携、文化事業の広報強化な
ど、施設の利便性と魅力を高める具体的な取組が着実に積み重ねられてい
る。また、研修の実施を通じて職員のスキルや知識の向上を図り、利用者
サービスの更なる向上に繋げている。

② 評　価
≪評価の理由≫

A

・助成金や各種補助事業を積極的に活用することにより、事業の質を維持
しつつ、施設側の直接負担を抑える工夫が見られる。また、共催形式を採
用することで、費用負担を軽減しつつ、指定管理者単独で実施することが
難しい大型舞台公演を実現しており、県民が多様な文化芸術に触れる機会
の提供に寄与している。
・事業運営の見直しを行うことで、文化芸術事業の継続を図り、収支の改
善にも繋げている。
・備品や消耗品について計画的・効率的に管理し、経費節減や環境負荷軽
減を図っている。

③ 評　価
≪評価の理由≫

A

・「やまがた文化の回廊フェスティバル」は継続実施が定着しており、
産・官・学が連携した取組みとして、地域の活性化や中心市街地の賑わい
創出に寄与している。
・「やまぎん県民ホール魅力発信ＰＲ大使」などの取組みにより、若い世
代に対して施設の設置目的や役割、取組内容への理解を深めてもらうとと
もに、参加者自身による発信を通じて、幅広い世代への施設の魅力発信や
文化芸術事業の啓発につなげている。
・「やまがた木育」活動の推進や、「YAMAGATA XR SCHOOL」への参加協力
など、文化芸術にとどまらず、県の施策や産業振興分野にも積極的に関与
している。
・東北芸術工科大学との連携により、魅力発信モールで学生による作品販
売の機会を創出するとともに、県産酒を活用した発信にもつなげており、
若い世代に実践機会を提供しつつ、地域産業・文化・教育の接点を生かし
た取組みとして評価できる。
・雇用面においても、職員52名中49名を地元採用及び県内在住者で構成
し、さらに障がい者雇用にも取り組んでいることから、地域雇用の創出と
多様な人材活用の双方に配慮している。

【評価指標】
：仕様書等に定める水準を上回っている等、優れた対応がなされている。

：概ね適正に実施されている。

：部分的に改善等を要するところがあるが、既に対応済み又は対応見込みである。

：仕様書等に定める水準に達しておらず、大いに改善を行う必要がある。

注）検証項目については、施設の特性等に応じて適宜追加することができるものであること。

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

■諸室利用者用の駐車場管理について、駐車番号の白線表示が薄くなっていたり、積雪で見えなくなったりなど視認性が悪くなる状態を改善
するため、駐車番号と諸室名を貼付した三角コーンを設置する運用に変更。諸室ごとの駐車番号が明確になり、駐車場所が分かりやすく迷わ
なくなったと利用者からも好評。
■夏季・冬季の諸室利用について、室内が適温状態で利用を開始したいという要望を受け、各諸室の当日最初の利用に合わせて空調をONに
した状態で貸し出す運用を11月から開始した。特に冬場の午前利用は室温が適温になるまで一定の時間を要する諸室もあったため、利用者
からも大変好評でサービス向上につながった。
■山形緞通や山形組子など、山形を象徴する館内の意匠を紹介する案内表示パネルを設置。案内には英訳も併記し、国内だけでなく海外に
向けた山形県の魅力発信機能を強化した。
■プロモーター、コンベンション利用における早朝／夜間の延長利用や休館日の臨時開館利用にも柔軟に対応。また、大ホール利用の打合せ
担当をプロモーター／コンベンション／一般利用に分けて選任メンバーを固定。それぞれの利用特性に応じた知見を深めたメンバーが対応す
ることで、これまでの利用実績を踏まえた提案やアドバイスに磨きをかけて催事本番までサポート。アクセスに加え、使い勝手の良さと貸館催
事の支援体制がリピーター利用や口コミによる新規利用に繋がり、大ホールの高稼働を維持している。
■文化機能と魅力発信モールの現場常勤担当者による月例ミーテイングで催事予定や連携イベントの情報共有を継続。ショップの営業時間や
スタッフシフトを柔軟に調整し、来館者の館内滞在可能期間を増やすことで、施設の魅力発信機能を強化している。
■山形県観光物産協会と連携し、観光案内研修の実施や1階エレベーター前に県内観光情報コーナーの設置による館内の観光案内機能を強
化。コンベンションや大型催事の県外来館者に向けたサービス向上を継続。
■休館日を活用した職員研修により、接遇スキルや業務知識のアップデート、ガバナンスの強化、コンプライアンス意識の醸成を図り、利用者
サービスの向上に努めた。

経費の節減 ■文化庁助成金（「劇場・音楽堂における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業」）獲得や共同主催（「山形テレビ開局55周年記念事業」）形式採用
により、大型舞台公演（「星の降る時」「石丸幹二オーケストラ」）の収支リスクを軽減し、多彩で良質な文化芸術公演の鑑賞機会拡大を実現。今
年度の補助金・助成金は合計893万円を獲得。
■公益財団法人やまがた森林と緑の推進機構「令和７年度緑の募金事業」木育活動支援事業の採択を受け、「やまぎん県民ホール託児室で
出会う『やまがた木育』」事業を展開。補助金を活用し、託児室玩具として山形県産材を使用した積み木ブロックとパズルを購入（7.9万円）。
■「山形県トップコンサート」の事業継続可能性を高めるため、入場有料化および指定席制導入による収支改善と当日運営負荷軽減を図った。
昨年までと比較して、チケット収入：906千円（@1,000）分の収支改善に繋げた。
■備消耗品購入や修繕に優先順位を設け、計画的・効率的な管理とともに資源リサイクルを心がけ、経費および環境負荷軽減を推進。

その他(地域の
活性化、雇用
の確保等)

■県内／市内の“産・官・学”団体が会する「やまがた文化の回廊フェスティバル」第6回を開催。今年度は延べ30,580人が来場。毎年、新たな
出会いと交流を生み出すとともに、中心市街地エリアの賑わい活性化を促す地域密着型イベントとして定着。「文化芸術の力による地域活性化
のモデルケース」ともなり、県内各地での類似イベント創出にも繋がっている。
■山形大学附属中学校3年生の総合学習授業受け入れや県内大学生による公演鑑賞モニター企画「やまぎん県民ホール魅力発信PR大使」を
通じ、学生との接点を拡大・深化させた。山形県の未来を担う若い世代に、やまぎん県民ホールの設置目的や役割を伝え、これまでの取り組
みや実績を知ってもらい、これからの活動の意義と意味を理解してもらう機会創出となった。
■公益財団法人やまがた森林と森の推進機構「令和７年度緑の募金事業」採択による「やまがた木育」活動の推進や、山形県産業創造振興課
スタートアップ推進室主催「YAMAGATA XR SCHOOL」への参加協力など、文化芸術以外の分野における山形県の重点施策にも積極的に参
画し、山形県の魅力発信につながる活動を推進した。
■東北芸術工科大学との連携事業を通じ、魅力発信モール0035 gatherで工芸デザイン科クラフト分野の学生による酒器作品販売課をコーディ
ネートした。山形県でアートを学ぶ学生に、自分の作品を店舗販売する経験を創出するとともに、県産酒を活用して、未来を担う若い世代を支
え育む取り組みとなった。
■「大船渡林野火災義援金」「ミャンマー地震救援金」「大雨災害義援金」など、山形県で取り組む自然災害被災者への支援活動として、受付
窓口に募金箱を設置。義援金活動の周知拡大に努め、多くの方が募金に協力くださった。
■職員全52名（3/31現在）のうち49名が地元採用及び県内在住者を雇用。また、事務職の障がい者採用1名も活躍しており、地域および障が
い者の雇用創出に寄与している。

総合的な評価

① 管理･運営業務
の履行状況

■年間来館者数894,177人（前年度比115％、文化機能117％・魅力発信モール111％）、大ホール稼働率：80.1％（前年度比107％）、みんぐるメ
ンバーズ登録者数22,083人（前年度比132％）。第2期事業計画書で掲げた年間来館者数100万人（令和11年度）、大ホール稼働率80%（通年）
の達成に向けて順調なスタートとなった。
■令和3年7月から令和7年7月の約4年間に亘り、大ホール早朝利用料金の誤請求・誤徴収が判明（74個人・団体（延べ174件）に対し、合計
1,609千円の過徴収）。8月よりお詫びと返金対応を開始し、10月にすべての返金対応を完了（最終返金額1,706千円　※遅延損害金を含む）。
事案判明後、組織内ガバナンスの見直しと強化、情報共有・情報開示の徹底など、再発防止策を講じた。利用者の皆様ならびに関係者の皆様
に多大なるご迷惑をお掛けしたことについて、お詫びと返金対応の完了報告、並びに改善策をＨＰに掲載した。
■開館5周年を華やかに彩る鑑賞事業ラインナップを編成するとともに、新たなコンテンツホルダーとの関係を構築（ビルボード・ジャパン、エイ
ベックス・クラシックス・インターナショナルなど）。鑑賞事業の公演ジャンルを多様化し、出演された著名アーティストの評判も得ることで、「やま
ぎん県民ホール ブランド」を磨き上げる水準の鑑賞事業継続を支える基盤拡充を図った。
■スタジオ2と練習室3を会場に約1か月間の展示企画「リト＠葉っぱ切り絵展」を実施。企画事業では初となる長期間の有料展示の実施によ
り、施設全体の来館者数を押し上げた。また、諸室を活用した展示利用モデルを可視化し、施設の多様な使い方を多くの方に示すことで、貸館
利用促進にも繋げる狙いとした。
■イベント広場利用者数318,408人（前年度比154.7％）を記録。貸館・企画事業の双方で定期開催のリピート利用が定着し、駅西口エリアの常
態的な賑わい創出起点として地域に浸透。（貸館「Yamagata CHRISTMAS Market」80,800人、企画事業「山形おいも万博」5,711人など）
■山形県および山形県芸術文化協会との協働と連携を深め、県内の文化芸術振興の未来につながる創造・育成事業について、制度面・財源
面の整理を進め、事業の持続可能性を高める取り組みを進めた。（「山形県トップコンサート」の入場有料化および指定席制導入による収支改
善と当日運営負荷軽減、「こども郷土芸能芸術まつり」共催事業化に伴う新たな財源確保）
■託児室利用者数626名（前年度比102％）で安定した利用が定着。公益社団法人やまがた森林と緑の推進機構「令和7年度緑の募金事業」の
交付認定を受け、山形県産木材を使用した幼児用玩具購入とやまがた木育絵本「もりはすごいなぁ」を使用した絵本読み聞かせイベントを実
施。託児室を活用した「やまがた木育」普及活動を展開した。
■「クマ出没警報」の発令期間延長を受け、危機管理対応マニュアルに「クマが出没した場合」の対応マニュアルを新たに追加。クマ撃退スプ
レーの購入やイベント広場での飲食催事主催者へのクマ対策依頼など、万一の事態を想定した体制を整備した。
■ペットの汚物放置、無断駐輪、喫煙などの迷惑行為抑止として、敷地内の目に留まりやすい場所に注意喚起案内を増設。警備スタッフが注
意しやすい環境を整えるとともに、利用者と管理者が協力しながら、公共施設の衛生・安全・安心を維持していく風土醸成を図った。

・これまでの指定管理業務の経験を生かしながら、企画事業の充実やサービスの向上に取り組んでおり、多様な利用者のニーズに応える施設運営を行っている。
・課題や問題点については、県や関係団体とも共有・協議し、解決に向けて継続的に対応している。
・利用料金の誤徴収などの事務誤りについては、再発防止に向けた体制を徹底し、適正な施設運営を継続していく必要がある。

■イベント広場の稼働率増加に伴い、音楽フェス系の催事利用について近隣マンションの一部住民から騒音に対するご意見が発生。主催者に
は近隣マンションおよびホテルへの事前周知案内を徹底と、当日ご意見があった場合の音量調整協力をいただきながら運用をしている。音量
だけではなく、音質や振動による影響も考えられるため、一律的な制限ルールの設定も難しい状況である。
■来館利用者増および施設高稼働に伴う経年劣化や耐用年数満了による舞台設備・施設設備の大規模な交換・メンテナンスが時期が近づい
ている。内容によっては、次年度に対応しないと安全・安心を阻害するリスクを孕むものもあるため、県が予算措置を図るための情報を指定管
理者が適切に提供し、双方の共通認識の下で必要となる準備を進めたい。
■防犯・安全管理の観点から、イベント広場やピロティなど建物外周にも防犯カメラを設置し、常時、状況確認可能な体制が必要。また、館内に
おいても防犯カメラ台数増設および設置個所の見直しが望ましい。

≪課題等の原因分析≫
イベント広場の稼働率向上に伴い、近隣住民から音量や開催時間帯に関する意見が寄せら
れていることから、利用促進と周辺の生活環境への配慮の両立が課題となっている。この
ため、催事内容や開催時間帯に応じた柔軟な運用ルールの整備及び主催者の理解促進と管
理の強化が求められる。
・来館者数の増加や施設の高稼働に伴い、舞台設備や各種施設設備の劣化は避けられない
ものであることから、安全はもとより公演中断等が発生しないよう計画的な保守・更新が
必要である。あわせて、防犯カメラの増設を含む安全対策についても、現状の利用実態を
踏まえ、優先順位を明確にしたうえで県と協議し、必要な対応を進めていく必要がある。

・催事利用に伴う騒音対策については、近隣マンションの代表者等との意見交換を行いながら住民との良好な関係を構築しつつ、催事内容や時間帯に応じた柔軟な運用ルールの整備を進めていく必要がある。
・舞台設備、施設設備及び防犯カメラについては、施設機能や利用者の利用意欲、安全性に直結するものであることから、対応の優先順位を明確にしたうえで、県等と協議しながら計画的に対応していく必要がある。

意見･要望等及
びその対応状
況

■イベント広場の維持管理や修繕方法について、現行の管理状況を踏まえた運営スタッフの意見・要望を集約し、「イベント広場Aの維持管理
改善」に係る提案書面を作成。また、イベント広場Aの課題状況（雨天時のぬかるみ等）を収めた記録写真を撮影。これらの資料をもとに、県で
検討・協議を進めていただいた結果、イベント広場改修工事（令和8年度：実態調査、令和9年度：修繕工事）の予算措置を図ることができた。
■施設の使用許可業務について、受付開始時期の前倒しを柔軟に対応している「各種コンクールの全国、東北大会等、大規模なコンベンショ
ンや学会、準備等に時間を要する全国的な公演など」の受付可能枠に上限を設け、原則として、抽選時の段階で、連続する土日の日程が空い
ている状態を確保できる運用を開始した。ただし、すでに複数年先の予約を受けつけていたため、連続した土日の日程が確保できない月につ
いては、最低月1回は土日が空いている状態を確保することとしている。
■夏季・冬季の諸室利用について、室内が適温状態で利用を開始したいという要望（広聴案件含む）を受け、設備スタッフが防災センターから
遠隔操作することで、各諸室の当日最初の利用に合わせて空調をONにした状態で貸し出す運用を11月から開始した。
■施設利用における請求書を郵送で希望される利用者より、郵便事情によって請求書が手元に届いてから支払い日までの期間が短くなってし
まうことがあるというお声を受け、支払猶予期間を1週間から2週間に延長した。
■広聴案件（県民の声）に真摯に向き合い、速やかな対応を心がけた。利用ニーズの把握や利便性の向上を図るとともに、対応が困難な場合
には、その理由を添えて回答し、ご理解いただけるように努めた。

・イベント広場の改修工事については、今後も県と密に情報共有・意見交換を行い、利用者の満足度の高い施設環境となるよう、着実に進めていく必要がある。
・今後も利用者の意見を丁寧に聴取し、迅速かつ柔軟に対応することで、利用者満足度の向上及びリピーターの獲得につなげていくことが望まれる。

検証期間 令和 7年 4月 1日　～　令和 8年 3月31日

検証項目 指定管理者による自己検証 県(施設所管課)による評価･検証

指定管理者制度導入施設の管理運営検証結果【検証シート】

施設の名称 山形県総合文化芸術館

所在地 山形県山形市双葉町1丁目2－38
県担当課

県民文化芸術振興課
県民文化館・西口広場にぎわい創出推進室

指定期間 令和 7年 4月 1日　～　令和12年 3月31日


